
道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
期
待
さ
れ
る
効
果

　
新
庄
最
上
地
域
の
国
道
13
号
は
、
幅
が

狭
く
、
冬
期
は
豪
雪
に
伴
う
運
搬
排
雪
作

業
や
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故
な
ど
に

よ
り
、
交
通
規
制
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
移
動
時
間
の
遅
れ
が
生
じ
、

通
勤
・
通
学
や
主
要
産
業
で
あ
る
農
林
業

な
ど
の
物
流
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
事
故
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め

の
際
に
は
、
代
替
路
が
な
い
こ
と
も
問
題

で
す
。
例
え
ば
新
庄
市
か
ら
秋
田
県
湯
沢

市
へ
向
か
う
場
合
、通
常
59
㎞
の
と
こ
ろ
、

1
1
5
㎞
と
約
２
倍
の
迂
回
を
強
い
ら
れ

る
な
ど
、
社
会
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
大

山
形
河
川
国
道
事
務
所
の
お
仕
事

　
山
形
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
一
級
河

川
で
あ
る
最
上
川
お
よ
び
一
般
国
道
５
路

線
、
東
北
中
央
自
動
車
道
の
整
備
や
管
理

を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
に
お
い
て
は
、
自
然
を
守
り
な
が

ら
、
洪
水
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
、
川
と

人
と
が
良
い
関
係
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
お
い
て
は
、
こ
の
た
び

新
規
事
業
化
が
決
定
し
た
金
山
道
路
を
は

じ
め
と
す
る
東
北
中
央
自
動
車
道
の
各
区

間
の
整
備
は
も
ち
ろ
ん
、
既
に
供
用
し
て

い
る
道
路
の
維
持
管
理
も
重
要
な
業
務
と

な
り
ま
す
。

つながる道路
ひろがる可能性

　3月 30日、東北中央自動車道「金山道路」の新規事業化が発表さ
れ、全線開通へ向け、大きく前進しました。開通後は、移動時間の短
縮はもちろん、インバウンド観光の促進や物流の効率化が図られるな
ど、新庄最上地域でも波及効果が期待されます。
　人々の生活に欠かすことのできない道路。今回の東北中央自動車道
の全線整備着手を受け、改めて道路がつながる意義を考えます。

　
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、
そ
の
前

身
と
も
い
え
る
羽
州
街
道
（
青
森
―

秋
田
―
山
形
―
福
島
）
や
栗
子
（
米

沢
―
福
島
間
）
の
「
万
世
大
路
」
か

ら
始
ま
り
ま
す
。

西
暦
１
８
８
１
年

　
万
世
大
路
の
栗
子
隧
道
（
米
沢
―

福
島
間
の
ト
ン
ネ
ル
）
は
明
治
14
年

に
開
通
。
延
長
約
８
７
６
ｍ
あ
り
、

当
時
の
日
本
で
は
最
長
の
ト
ン
ネ
ル

で
し
た
。
こ
の
頃
は
、
人
馬
が
通
る

こ
と
を
想
定
し
た
道
路
で
し
た
。

明治
14
年 明

治

Meiji

東
北
中
央
自
動
車
道
の
歴
史

T
O
H
O
K
U
-C
H
U
O
 EX

PW
Y
 H
IST

O
R
Y

▲明治 14年に開通した初代栗子隧道米沢側坑口

真室川雄勝道路
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流
の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
観
光

資
源
を
活
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
や
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
企
業
活
動

の
促
進
な
ど
、
新
庄
最
上
地
域
の
振
興
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

道
路
が
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

　
人
々
の
生
活
に
道
路
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
や
生
産
活
動
を

支
え
る
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
り
、
地
域

間
の
連
携・交
流
を
促
進
す
る
空
間
で
す
。

高
速
道
路
な
ど
の
道
路
は
、
造
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
く
、
そ
の
道
路
を
地
域
全
体

が
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
ど
ん
な
地
域
に

し
て
い
き
た
い
か
、
そ
こ
に
住
む
地
域
の

皆
さ
ん
が
主
役
と
な
り
、
行
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
で

ひ
ろ
が
る
可
能
性
を
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
室
川
雄
勝
道
路
は
、
道
路
設
計
な
ど
の

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

縦
軸
・
横
軸
の
道
路
整
備
と

　
　
　
新
庄
最
上
地
域
へ
の
影
響

　
新
庄
最
上
地
域
は
、
縦
軸
の
国
道
13
号

や
東
北
中
央
自
動
車
道
と
、
横
軸
の
国
道

47
号
や
地
域
高
規
格
道
路
の
新
庄
酒
田
道

路
が
交
差
す
る
地
点
。
庄
内
地
方
や
村
山

地
方
、
秋
田
県
や
宮
城
県
の
交
流
・
連
携

を
推
進
す
る
重
要
な
地
域
で
す
。

　
縦
軸
の
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、
大
石

田
村
山
〜
尾
花
沢
間
が
４
月
15
日
に
開
通

し
、
さ
ら
に
東
根
〜
東
根
北
や
南
陽
高
畠

〜
山
形
上
山
な
ど
、
続
々
と
開
通
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
横
軸
の
新
庄
酒

田
道
路
で
は
、
３
月
に
余
目
酒
田
道
路
が

開
通
し
、
今
年
度
は
新
庄
古
口
道
路
の
一

部
区
間
が
開
通
す
る
予
定
。
縦
軸
・
横
軸

と
も
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
間
交

き
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
東
北
中
央
自
動
車
道
延
長
約

2
6
8
㎞
の
全
区
間
が
事
業
化
。
高
速
道

路
が
広
が
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
促

進
や
物
流
効
率
化
、
新
た
な
企
業
立
地
や

商
圏
の
拡
大
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

事
業
実
施
状
況
と
今
年
度
の
予
定

　
新
庄
市
よ
り
北
側
で
は
、
南
か
ら
泉
田

道
路
・
新
庄
金
山
道
路
・
金
山
道
路
・
真

室
川
雄
勝
道
路
の
４
カ
所
の
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
泉
田
道
路
は
、
道
路
が
開
通
す
る
ま
で

に
か
か
る
総
事
業
費
の
約
27
％
が
完
了
し

て
お
り
、
用
地
も
95
％
は
取
得
し
て
い
る

状
況
で
す
。
ま
た
、
新
庄
金
山
道
路
は
、

総
事
業
費
の
約
３
％
、
用
地
の
取
得
は

10
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
用

地
買
収
に
着
手
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

一
部
区
間
の
工
事
を
予
定
。
金
山
道
路
と

西
暦
１
８
８
５
年

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
羽
州
街
道

は
、
栗
子
隧
道
開
通
を
受
け
、
上
山

か
ら
先
は
万
世
大
路
を
通
る
ル
ー
ト

へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

順
次
改
修
が
進
み
、
明
治
18
年
に
国

道
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

西
暦
１
９
３
７
年

　
道
路
が
改
築
さ
れ
た
こ
と
で
、
万

世
大
路
は
昭
和
12
年
に
車
が
通
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
冬

の
積
雪
３
ｍ
を
除
雪
す
る
こ
と
は
、

当
時
と
し
て
は
ま
だ
難
し
く
、
冬
期

５
ヶ
月
は
交
通
不
能
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

西
暦
１
９
５
２
年

　
新
道
路
法
が
制
定
さ
れ
、
山
形
を

縦
断
す
る
秋
田
市
―
福
島
市
間
の
道

路
が
国
道
13
号
と
な
り
ま
し
た
。

西
暦
１
９
８
４
年

　
昭
和
59
年
以
降
、
横
手
南
バ
イ
パ

ス
、
湯
沢
バ
イ
パ
ス
、
尾
花
沢
新
庄

道
路
の
順
で
事
業
化
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

明治
18
年

昭和
12
年

昭和
27
年

昭和
59
年 昭

和

Showa

国土交通省
　東北地方整備局
　　山形河川国道事務所

事務所長　和田賢哉　氏
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西
暦
２
０
１
４
年
11
月

　
尾
花
沢
IC
―
野
黒
沢
IC
開
通

西
暦
２
０
１
５
年
４
月

　
（仮）
昭
和
IC
―
（仮）
金
山
IC
が
事
業
化

西
暦
２
０
１
７
年
４
月

　
真
室
川
雄
勝
道
路
が
事
業
化

西
暦
２
０
１
７
年
11
月

　
福
島
大
笹
生
IC
―
米
沢
北
IC
開
通

西
暦
２
０
１
８
年
４
月

　
金
山
道
路
【
（仮）
金
山
IC
―
（仮）
金
山

北
IC
】
の
事
業
化
に
よ
り
、
東
北
中

央
自
動
車
道
の
全
線
が
事
業
化
。
事

業
化
に
向
け
、金
山
町
長
を
は
じ
め
、

沿
線
自
治
体
の
首
長
に
よ
る
要
望
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　

西
暦
２
０
１
８
年
４
月

　
大
石
田
村
山
IC
―
尾
花
沢
IC
開
通

平成
27
年

平成
29
年

平成
30
年

▲菅内閣官房長官への要望の様子

　
高
速
道
路
の
整
備
は
当
町
の
観
光
に

と
っ
て
追
い
風
。
昨
年
11
月
に
東
北
中
央

自
動
車
道
「
福
島
大
笹
生
―
米
沢
北
」
間

が
開
通
し
ま
し
た
。
開
通
後
、
当
区
間
を

利
用
し
て
県
内
を
訪
れ
た
人
の
数
は
、
開

通
前
と
比
べ
て
倍
増
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
県
南
の
主
な
観
光
地
で
は
、
来
場
者

が
軒
並
み
増
加
し
た
と
の
こ
と
。
道
路
が

つ
な
が
る
こ
と
は
、
観
光
客
の
動
向
に
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
で
す
。

　
と
は
い
え
道
路
は
あ
く
ま
で
手
段
の
ひ

と
つ
。
整
備
効
果
を
地
域
の
活
性
化
に
生

か
さ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
観

光
協
会
と
し
て
「
金
山
町
ら
し
い
観
光
」

に
つ
い
て
、
新
し
い
視
点
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
増
加
に
つ
な

げ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
観
光
協
会
で
は
、
金
山
町
が
い
わ
ゆ
る

「
観
光
地
」
で
は
な
い
こ
と
を
自
負
し
な

が
ら
、
町
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
快
適
さ
、

満
足
さ
を
第
一
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
訪
れ
る
方
々
に
懐
か
し
さ
や

ホ
ッ
と
で
き
る
空
間
と
し
て
魅
力
を
発
信

で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
も
一
年
を
通
し
て
開
催
。
金

山
ま
つ
り
や
神
室
渓
流
競
釣
り
大
会
に
加

え
、
神
室
雪
ま
つ
り
で
の
「
雪
中
花
火
」

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
も
展
開
し
、
地
域

に
根
付
い
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
賑
わ

い
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
意
識
し
て
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
外
部
へ
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
暦
１
９
８
７
年
６
月
　

　
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
の
閣

議
決
定
に
よ
り
、
相
馬
―
横
手
間
が

高
規
格
幹
線
道
路
に
構
想
さ
れ
ま
し

た
。

西
暦
１
９
９
７
年
11
月

　
米
沢
北
IC
―
南
陽
高
畠
IC
開
通

西
暦
１
９
９
９
年
11
月

　
川
原
子
IC
―
新
庄
IC
開
通

西
暦
２
０
０
２
年
９
月

　
山
形
上
山
IC
―
東
根
IC
開
通

西
暦
２
０
０
６
年
11
月

　
野
黒
沢
IC
―
川
原
子
IC
開
通

西
暦
２
０
０
７
年
９
月

　
東
根
IC
―
尾
花
沢
IC
工
事
着
手

西
暦
２
０
１
１
年
３
月

　
新
庄
IC
―
新
庄
北
IC
開
通

西
暦
２
０
１
１
年
４
月

　
南
陽
高
畠
IC
―
山
形
上
山
IC
工
事
着
手

西
暦
２
０
１
４
年
９
月

　
新
庄
北
IC
―
（仮）
昭
和
IC
工
事
着
手

昭和
62
年

平成
9
年

平成
14
年

平成
11
年

平成
18
年

平成
19
年

平成
23
年

平成
26
年 平

成

Heisei

道路はあくまで手段のひとつ
整備効果を地域の活性化へ

　長い年月をかけて町民が創りあげ
てきた街並み。町の誇りであり、大
きな観光資源です。一度知っていた
だくと、何度も訪れてくださるリピ
ーターが多くいらっしゃいます。
　街並み案内や訪れた方々との交流
を通して、町の魅力を知っていただ
くことが、私たちの活動のやりがい。
道路整備により、金山を目的地とし
て訪れてくれる方が増えれば何より
の喜びです。

　夏の祭典である「金山まつり」。
毎年、納涼花火大会が祭りのフィナ
ーレを飾っています。最上地区随一
の歴史を持つ本大会は、今年で59
回目。町の花火好きが熱い思いで伝
統を継承しています。
　道路がつながることで、町の一大
イベントである金山まつりの雅やか
な山車やお神輿とともに、たくさん
の方が金山の花火を楽しんでくださ
ると嬉しく思います。

　金山には自然や食べ物などの魅力
があるが、アクセスが悪い――。特
に冬期間は「来にくさ」について、
お客様からご意見をいただくことも
あります。
　スキー場も隣接しており、リゾー
ト地として、一年を通し楽しむこと
ができます。道路ネットワーク拡大
によって、来場者の増加と、当ホテ
ルを拠点に新庄最上地域の観光振興
に期待したいと思います。
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道路は造ることが目的ではありません。
できた道路を地域全体でどのように活用していくかが重要なのです。
そこに住む住民が主役となって考え行動することで、整備効果が生まれます。

街並みは町民の誇り
道路がつなぐ交流の輪を

道路が伝統をつなぐ
納涼花火大会をこれからも

アクセスの悪さを解消
ホテルを拠点とした観光を

金
山
町
街
並
み
案
内
人
会

　
　
　
　
　
　
阿
部
　
一
代
さ
ん

か
ず
　

よ
　

金
山
町
花
火
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
小
野
　
富
雄
さ
ん

と
み
　

お
　

ホ
テ
ル
シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
金
山

　
　
総
支
配
人
　
有
路
　
稔
さ
ん

み
の
る

金
山
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
会
長
　
星
川
広
喜
さ
ん

ひ
ろ
　

き
　

＼町の皆さんに聞きました！／

道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
は
観
光
客
の
動
向
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
意
識
し
な
が
ら
「
金
山
ら
し
い
観
光
」
を
展
開



特集 東北中央自動車道

佐藤昭彦　氏

株式会社佐藤運送　代表取締役

　ニラなどの農産物を含む生鮮食品
を主体に輸送。
　地域貢献の一環として、首都圏に
向け、新庄まつりのラッピング（原
寸大山車の写真）が施されたトラッ
クを運行しています。

大場宗一　氏

株式会社大場惣吉商店　代表取締役

　創業は明治 44年。企業として設
立は平成 7年。 
　信頼できる生産者と協力して、舟
形の清流の水で育てられたこだわり
の美味い米の、集荷・販売を行なっ
ています。 

単
価
で
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
く

は
関
東
方
面
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
物
流

面
で
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
道
の
駅
な
ど
近
場
で
の
販
売
も
可
能

と
な
り
ま
す
。
青
森
の
農
地
で
も
「
か
ま

く
ら
や
さ
い
」
を
生
産
。
山
形
の
み
な
ら

ず
東
北
の
モ
ノ
を
運
ぶ
こ
と
で
関
東
に
売

り
こ
み
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
昭
：
東
北
中
央
自
動
車
道
は
、

山
形
県
を
縦
断
す
る
長
い
道
路
に

な
り
ま
す
。
休
憩
を
と
っ
て
安
全
な
運
転

を
す
る
意
味
で
も
、
最
上
地
域
の
物
産
振

興
の
意
味
で
も
最
上
区
間
に
道
の
駅
な
ど

が
あ
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
置
し
て

ほ
し
い
で
す
。 

　
佐
藤
運
送
で
は
、
新
庄
ま
つ
り
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を
６
台
運
行
し
て
い

て
、
関
東
圏
に
住
む
新
庄
市
出
身
の
方
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
運
送

業
の
中
で
の
ピ
ー
ア
ー
ル
な
ど
、
地
域
貢

献
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
道
路
の
利
便
性
の
高
な
る
こ
と
や
、
目

的
地
ま
で
に
か
か
る
時
間
が
短
く
な
る
こ

と
は
、
震
災
時
の
被
災
地
へ
の
物
資
輸
送

な
ど
の
災
害
支
援
時
に
も
有
用
で
す
。
道

路
が
繋
が
る
こ
と
は
、
平
時
の
生
活
を
豊

か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
非
常
時
の
対
応

を
迅
速
に
し
、
人
々
の
安
心
感
を
生
み
出

せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
東
北
中
央
自

動
車
道
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
道
路
が
つ

な
が
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
が
よ
り
安

全
で
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
神
社
仏
閣
や
伝
統
、
文
化
な
ど
の
観
光

に
行
く
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
伝
統
、
文
化
な
ど
も

こ
の
最
上
地
域
に
は
あ
る
と
思
う
の
で
、

人
の
動
き
と
い
っ
た
面
で
も
、
南
北
に
道

路
が
つ
な
が
れ
ば
交
流
人
口
の
増
加
に
も

つ
な
が
る
の
か
と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
孝
：
及
位
地
区
は
秋
田
県
と

の
県
境
に
あ
り
ま
す
。
道
路
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
で
新
庄
方
面
、
秋
田
方
面

で
交
通
の
便
が
良
く
な
り
、
救
命
・
医
療

の
面
、
農
業
だ
け
で
な
く
林
業
や
製
造
業

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
も
効
果
的
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら

も
道
路
が
早
く
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
長
倉
：
こ
の
地
域
の
基
幹
産
業
は

や
っ
ぱ
り
農
業
。
農
作
物
が
た
く
さ

ん
動
け
ば
、
地
域
の
振
興
に
直
結
す
る
と
思

い
ま
す
。
道
路
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
物
流

費
が
抑
え
ら
れ
、
利
益
が
上
が
り
雇
用
が
増

加
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
好
循
環
が
、
当
社

を
含
め
た
地
域
全
体
で
起
き
れ
ば
嬉
し
い
こ

と
で
す
。
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
た
分
、
販
売

価
格
が
下
が
っ
て
、
物
流
も
は
け
る
よ
う
に

な
れ
ば
よ
り
理
想
的
で
す
。 

　
当
社
は
４
月
の
約
１
ヵ
月
間
以
外
、
ほ

と
ん
ど
通
年
で
生
産
物
を
出
荷
し
て
い
ま

す
。
冬
期
間
は
「
か
ま
く
ら
や
さ
い
」
の

出
荷
が
メ
イ
ン
。
一
度
収
穫
し
た
も
の
を

貯
蔵
し
、
雪
の
下
か
ら
掘
り
出
す
と
い
う

作
業
が
必
要
で
あ
り
、
倍
の
人
件
費
が
か

か
っ
て
し
ま
う
商
品
で
す
。
あ
る
程
度
の

ト
を
抑
え
て
運
べ
る
メ
リ
ッ
ト
が
で
て
く

る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
藤
孝
和
（
以
下
佐
藤
孝
）：
私

た
ち
は
、
ト
マ
ト
や
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
日
持
ち
の
悪
い
青
果
品
を
生
産

出
荷
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
進
む
こ
と
で
、
安
心
で

品
質
の
良
い
商
品
を
よ
り
早
く
消
費
者
の

み
な
さ
ん
に
提
供
で
き
る
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
大
場
宗
一
（
以
下
大
場
）：
主
に

米
の
流
通
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
く

る
の
で
す
が
、
そ
の
売
上
の
５
％
ち
か
く

を
物
流
費
が
し
め
て
い
ま
す
。
見
え
な
い

部
分
で
の
企
業
努
力
で
コ
ス
ト
削
減
す
る

こ
と
も
含
め
、
道
路
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
、
物
流
に
係
る
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
規
格
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
モ

ノ
も
動
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
各
業
種
で
協

力
す
る
こ
と
で
山
形
の
農
産
物
を
う
ま
く
流

通
に
乗
せ
ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

―
―
道
路
が
広
が
る
こ
と
で
、
最

上
地
域
振
興
に
ど
の
よ
う
に
繋
が

る
と
思
い
ま
す
か
？

　
大
場
：
舟
形
町
は
最
上
地
域
の
一

番
南
に
位
置
し
て
お
り
、
私
自
身
、

秋
田
県
な
ど
の
北
の
地
域
の
距
離
感
よ
り

も
、
南
の
地
域
の
距
離
感
の
ほ
う
が
近
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。
今
後
北
の
方
に
道
路

が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
北

の
方
に
も
目
を
向
け
て
い
く
き
っ
か
け
と

舟 形 町
hunagata town

新 庄 市
S h i n j o  c i t y

賃
に
も
関
係
し
て
く
る
の
で
、
良
い
影
響

が
で
て
く
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。　

長
倉
直
人
（
以
下
長
倉
）：
当
社

の
場
合
、
関
東
方
面
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
北
方
面
へ
の
輸
送
面
で
メ
リ
ッ

ト
を
大
き
く
感
じ
ま
す
。
昨
年
か
ら
青
森

県
五
所
川
原
市
で
農
地
を
借
り
て
、
野
菜

の
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
青
森
へ
肥
料
な

ど
を
運
ぶ
に
し
て
も
、
逆
に
青
森
か
ら
生

産
物
を
集
荷
し
て
く
る
に
し
て
も
、
現

状
で
は
北
へ
向
か
う
便
が
少
な
い
た
め
、

チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
運
ぶ
必
要
が
あ
り
、
コ

ス
ト
が
大
き
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
金
山
と
秋
田
が
高
規
格
道
路
で
つ
な

が
っ
て
く
る
と
、
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
使
わ

な
く
て
も
済
み
ま
す
し
、
少
量
で
も
コ
ス

―
―
東
北
中
央
自
動
車
道
な
ど
の

道
路
整
備
に
よ
り
、
皆
さ
ま
か
ら

見
て
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
ま
し
た
か
？ 

佐
藤
昭
彦
（
以
下
佐
藤
昭
）：
高

規
格
道
路
が
延
伸
す
る
こ
と
で
、

目
的
地
ま
で
よ
り
早
く
到
着
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
輸
送
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
運

転
手
の
労
働
時
間
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
よ
り
安
全
な
運
送
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
時
間
の

問
題
で
、
輸
送
先
が
関
東
ま
で
と
限
ら
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
い
ず
れ
は
輸
送
で
き

る
範
囲
を
広
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
で
て
き

ま
し
た
。 

　
輸
送
時
間
や
運
転
手
の
労
働
時
間
は
運

長倉直人　氏

株式会社エヌシップ　代表取締役

　家業である農家を継ごうと平成
22 年に就農し、平成 24 年１月に
当社設立。当地ならではの「かまく
らやさい」の生産や６次産業化に取
り組みながら、周年農業を通した町
内での雇用拡大を目指します。

佐藤孝和　氏

農事組合法人ひまわり農場代表理事

　農事組合法人ひまわり農場に就
農し、今年 2月に代表理事に就任。
農地の集積を図り、大豆、米、ブロッ
コリー、ミニトマトや飼料作物の栽
培など、真室川町全域の農地の担い
手として活躍しています。

東
北
中
央
自
動
車
道
に
関
わ
る

　
　
　4
市
町
対
談
（
　
　
　
　
　
）

金 山 町
k a n e y ama  t own mamurogawa town

真室川町

　
真
室
川
町 

　 

金
山
町

　
新
庄
市 

　
　 

舟
形
町

　
山
形
県
を
縦
断
す
る
東
北
中
央
自
動
車
道
の
沿
線
上
に
あ
る
４
市
町
（
真
室
川
町
、
金
山

町
、
新
庄
市
、
舟
形
町
）
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
や
運
送
業
に
従
事

す
る
方
々
で
、
道
路
が
繋
が
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
メ
リ
ッ
ト
や
、
最
上
地
域
振
興
と
し
て
で

き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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